
こ
の
ペ
ー
ジ
ま
で
読
み
進
ん
だ
人
は
、
ま
さ

か
と
思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
歯
周
病
が
生
活

習
慣
病
？　
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
る
。
そ
ん
な

人
は
今
回
、
頭
を
切
り
替
え
て
ほ
し
い
。

歯
と
歯
茎
の
境
目
に
で
き
た
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

の
周
囲
に
は
毛
細
血
管
が
走
る
た
め
、
歯
周
病

に
罹
る
と
歯
周
病
菌
は
容
易
に
血
流
に
乗
っ
て
、

全
身
に
内
毒
素
を
ば
ら
ま
き
始
め
る
。

「
す
る
と
免
疫
細
胞
の
一
つ
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
が
異
物
の
侵
入
を
察
知
し
て
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α

（
腫
瘍
壊
死
因
子
）
を
産
生
し
始
め
、
そ
の
せ

い
で
体
内
は
慢
性
炎
症
の
状
態
と
な
り
ま
す
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
梶
村
幸
市
医
師
（
日
本

橋
梶
村
歯
科
医
院
院
長
）。

こ
れ
は
内
臓
脂
肪
が
増
え
す
ぎ
て
起
き
る
状

態
と
同
じ
だ
。
内
臓
脂
肪
か
ら
分
泌
さ
れ
る
生

理
活
性
物
質
、
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に
こ

う
し
た
働
き
を
持
つ
も
の
は
多
い
。

肥
満
の
放
置
も
度
を
越
せ
ば
カ
ラ
ダ
に
物
理

的
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
。
呼
吸
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
、
ホ
ル
モ
ン
に
変
調
を
き
た
し
、
女
性

の
月
経
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
動
物
性
脂
肪
過

多
の
食
生
活
が
、
消
化
器
や
泌
尿
器
に
重
い
負

担
と
な
っ
た
り
、
よ
く
な
い
と
分
か
っ
て
い
な

が
ら
喫
煙
を
続
け
れ
ば
呼
吸
器
に
も
波
及
す
る
。

ま
た
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に
死
の
四
重
奏
、

あ
る
い
は
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
Ｘ
な
ど
と
も
呼
ば
れ

た
４
つ
の
変
調
、
つ
ま
り
、
高
血
圧
、
糖
代
謝

異
常
、
脂
質
代
謝
異
常
、
そ
し
て
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
は
互
い
に
他
の
発
生
確
率
を
押
し
上
げ
、

個
別
で
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
リ
ス
ク
を
致

命
的
な
も
の
へ
と
変
え
て
し
ま
う
。

生
活
習
慣
病
は
い
わ
ば
同
時
多
発
テ
ロ
の
よ

う
に
発
生
し
、
進
行
す
る
。
だ
が
、
悪
弊
の
原

点
を
認
識
し
、
修
正
を
重
ね
て
い
け
ば
進
行
を

食
い
止
め
、
大
き
な
改
善
も
期
待
で
き
る
。

気
が
つ
い
た
ら
厄
介
な
こ
と
に
!?

生
活
習
慣
病
カ
タ
ロ
グ
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
ほ
ど
危
険
で
は
な
い
が
、実
は
こ
ん
な
身
近
な
病
気
も
生
活
習
慣
病
で
す
。

取
材
・
文
／
廣
松
正
浩　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
／
星
野
勝
之
、
横
田
ユ
キ
オ　
取
材
協
力
／
平
山
陽
示
（
東
京
医
科
大
学
病
院
総
合
診
療
科
科
長
）、

細
井
孝
之
（
健
康
院
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）、
吉
形
玲
美
（
浜
松
町
ハ
マ
サ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
梶
村
幸
市
（
日
本
橋
梶
村
歯
科
医
院
院
長
）

最
初
は
歯
茎
の
軽
い
腫
れ
ぐ
ら
い
だ
が
、

口
の
中
だ
け
で
な
く
全
身
に
悪
影
響
が
。

関
節
内
に
溜
ま
っ
た
尿
酸
が
結
晶
化
し
、

関
節
は
激
烈
に
痛
み
、身
動
き
で
き
な
い
。

諸
悪
の
根
源
は
こ
こ
か
？

口
の
中
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

歯
周
病

D
isease G

u
id

e
D

isease G
u

id
e

08

09

症
状

症
状

美
味
し
い
お
酒
と
料
理
の

ツ
ケ
が
回
る
と
激
痛
で
悶
絶
。

痛
風

【
高
尿
酸
血
症
】

後編
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ほ
か
の
生
活
習
慣
病
と
同
じ
く
、

初
期
症
状
は
乏
し
い
。
歯
茎
が
腫
れ

気
味
に
な
り
、
食
事
や
歯
磨
き
の
際

に
出
血
が
あ
っ
た
り
、
歯
に
違
和
感

や
疼
痛
が
あ
っ
た
り
、
何
と
な
く
口

臭
を
感
じ
る
日
も
あ
る
。
け
れ
ど
、

痛
み
自
体
は
軽
い
し
、
虫
歯
の
な
い

人
も
い
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
歯
科

を
受
診
す
る
こ
と
は
ま
れ
だ
ろ
う
。

少
し
一
生
懸
命
に
歯
磨
き
を
続
け

る
と
、
症
状
の
改
善
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
た
め
に
、
つ
い
受
診
は
先
延
ば

し
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の
間
も
血
中

で
歯
周
病
菌
は
内
毒
素
を
せ
っ
せ
と

ば
ら
ま
き
、
歯
周
病
以
外
の
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
も
高
め
続
け
る
。

や
が
て
内
毒
素
に
よ
る
歯
槽
骨
の

破
壊
が
進
み
、
歯
茎
の
炎
症
も
悪
化

し
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
ぐ
ん
と
深
く

な
る
。
歯
根
の
露
出
し
始
め
た
歯
は
、

ぐ
ら
ぐ
ら
と
抜
け
そ
う
に
な
り
、
あ

わ
て
て
歯
科
に
直
行
…
…
。

こ
れ
が
よ
く
あ
る
歯
周
病
の
進
行

パ
タ
ー
ン
だ
ろ
う
。
途
中
ま
で
で
引

前
兆
も
な
く
、
あ
る
日
突
然
、
特

定
の
関
節
が
炎
症
を
起
こ
し
て
腫
れ

上
が
り
、
激
痛
が
走
る
。
全
身
が
発

熱
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
か
に
は
、

一
晩
で
起
き
上
が
れ
な
く
な
る
ほ
ど

ひ
ど
く
な
る
人
も
い
る
。

初
発
部
位
は
足
の
親
指
の
付
け
根

が
多
い
が
、
他
に
も
手
の
指
、
足
・

膝
の
関
節
を
は
じ
め
、
肘
、
手
首
と

と
こ
ろ
構
わ
ず
全
身
の
関
節
を
襲
う
。

痛
み
の
ピ
ー
ク
は
出
現
後
２
〜
３

時
間
で
、
徐
々
に
治
ま
り
、
１
〜
２

週
間
後
に
は
完
全
に
回
復
す
る
が
、

初
期
は
年
に
１
〜
２
回
で
済
ん
で
い

た
こ
の
発
作
が
徐
々
に
頻
度
を
増
し
、

き
返
し
、
何
と
な
く
現
状
維
持
で
満

足
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

仕
方
な
い
面
も
あ
る
。
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
は
狭
く
、
一
般
的
な
歯
ブ
ラ
シ

で
は
奥
深
く
ま
で
は
届
き
に
く
い
。

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
い
。

歯
間
に
だ
っ
て
プ
ラ
ー
ク
は
蓄
積
す

る
し
、
手
ご
わ
い
歯
石
に
成
長
も
す

る
。
こ
こ
に
も
歯
周
病
菌
は
集
う
し
、

痛
む
箇
所
と
期
間
も
増
え
て
い
く
。

こ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
で
血
中
や

末
梢
組
織
の
中
に
尿
酸
が
過
剰
に
な

り
、
関
節
包
の
中
で
結
晶
に
な
る
と
、

白
血
球
に
よ
る
処
理
過
程
で
炎
症
を

起
こ
す
た
め
に
痛
む
と
さ
れ
る
。

明
確
な
原
因
は
不
明
な
が
ら
、
食

事
で
摂
っ
た
プ
リ
ン
体
が
尿
酸
の
原

料
に
な
る
の
は
有
名
な
話
。

ビ
ー
ル
や
肉
の
摂
取
過
多
も
よ
く

言
わ
れ
る
話
。
高
血
圧
の
治
療
薬
の

中
に
、
痛
風
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
も

の
が
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

ま
た
、
背
景
に
肥
満
や
高
中
性
脂

肪
血
症
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、

歯
ブ
ラ
シ
は
届
き
に
く
い
。

「
国
が
主
唱
す
る
８
０
２
０
運
動
は

80
歳
で
も
20
本
以
上
の
歯
を
持
ち
ま

し
ょ
う
と
い
う
運
動
で
す
が
、
現
状

は
６
本
で
す
。
下
手
を
し
た
ら
50
代

で
ゴ
ー
ル
の
20
本
。
と
い
う
こ
と
は

20
代
、
30
代
か
ら
歯
周
病
対
策
が
必

要
で
す
」
と
梶
村
医
師
。

考
え
は
、
変
わ
り
ま
し
た
か
？

高
血
圧
、
耐
糖
能
低
下
な
ど
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
も
多
い
。

痛
む
関
節
は
末
梢
の
小
さ
な
箇
所

か
ら
次
第
に
大
き
な
関
節
へ
と
広
が

り
、
数
年
後
に
は
血
中
の
尿
酸
が
結

晶
と
な
り
、
手
足
の
指
や
耳
、
鼻
の

軟
骨
に
痛
風
結
節
を
生
じ
る
こ
と
も

あ
る
。

水
に
溶
け
に
く
い
尿
酸
は
尿
路
結

石
（
後
述
）
の
一
因
に
も
な
る
。
こ

れ
は
こ
れ
で
想
像
を
絶
す
る
激
痛
を

も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
尿
路
を

結
石
が
傷
つ
け
れ
ば
血
尿
も
生
じ
る
。

以
前
は
30
〜
40
代
の
男
性
に
多
か
っ

た
が
、
近
年
は
若
年
化
が
著
し
い
。

日本人の８割が罹患しているともいう。グラ
フからは30代で歯止めをかける必要が。75
歳以上で減少するのは、患者は歯周病が悪化
させた生活習慣病で亡くなった結果、保菌者
が減った可能性も。歯周病予防協会資料より

歯周病が寿命を縮めているかも。

対
策
は
日
々
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
フ
ロ
ス
に
尽
き
る
。

歯
ブ
ラ
シ
を
歯
と
歯
茎
の
境
目
に
約
45
度
で
接
触
さ
せ
、

毛
先
が
動
か
な
い
く
ら
い
細
か
く
左
右
に
振
動
さ
せ
る
。

面
倒
な
ら
電
動
歯
ブ
ラ
シ
で
も
い
い
。

歯
科
で
は
専
用
器
具
で
歯
垢
、
歯
石
を
除
去
（
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
と
い
う
）
し
て
歯
周
病
菌
の
巣
窟
を
一
網
打
尽
で

除
去
す
る
。
ま
た
、
現
在
は
一
歩
進
ん
だ
歯
科
医
療
と
し

て
、
除
菌
を
行
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
出
現
。
実
施
し
て
い
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
除
菌
後
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
、
増
え

て
き
た
ら
ま
た
除
菌
、
と
気
楽
に
取
り
組
む
の
が
お
勧
め
。

血
中
尿
酸
値
を
測
定
し
、
尿
検
査
、
患
部
Ｘ
線
撮
影
な

ど
で
状
態
を
確
認
の
う
え
、
薬
剤
療
法
と
食
事
療
法
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
食
事
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
リ
ン

体
の
多
い
食
材
を
避
け
つ
つ
、
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂

質
の
過
食
を
避
け
、
水
を
よ
く
飲
ん
で
尿
酸
値
を
下
げ
る
。

薬
剤
は
痛
風
発
作
を
抑
え
る
薬
、
体
内
で
の
尿
酸
産
生

を
抑
え
る
薬
、
血
中
の
尿
酸
を
尿
中
に
排
出
す
る
の
を
促

す
薬
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
重
度
の
結
節
を
生
じ
、
そ
の
物
理
的
ス
ト
レ
ス

が
関
節
を
傷
め
る
場
合
は
、
外
科
手
術
も
行
わ
れ
る
。

初診料600円、再診料120円、
歯磨き指導330円、検査費2,0 
00～3,000円、スケーリング
800～1,000円、外科治療１部
位3,000円、抜歯2,000～3,000
円など。すべて保険治療の場合。
自己負担は30,000～100,000
円程度。気になる除菌は21,0 
00円からというクリニックも。

治療費

１日当たり医療費31,231円、
平均入院日数36.6日として総
医療費1,141,737円。自己負担
率３割ならば342,521円（小数
点以下切り捨て）。
出典／ 『価格.com保険』

治療費

治療法

生
涯
に
わ
た
る
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
で
取
り
組
む
の
み
！

治療法

血
中
の
尿
酸
を
尿
に
ど
ん
ど
ん
排
出
す
る
の
が
課
題
。

改
心
し
な
い
と
50
代
以
降
、
歯
の

本
数
は
急
減
す
る
。
容
姿
に
影
響
す

る
だ
け
で
な
く
、
口
は
消
化
器
官
へ

の
入
り
口
。
胃
腸
へ
の
負
担
は
少
し

ず
つ
増
し
、
健
康
状
態
は
悪
化
す
る
。

「
高
齢
者
は
歯
の
本
数
が
少
な
い
か

ら
、
食
べ
や
す
い
柔
ら
か
い
料
理
や
、

小
さ
く
切
っ
た
食
材
を
提
供
さ
れ
る

と
、
咀
嚼
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
脳
、

特
に
海
馬
へ
の
刺
激
が
減
る
結
果
、

痴
呆
に
な
る
確
率
が
増
し
ま
す
」

た
か
が
咀
嚼
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

胃
腸
の
酷
使
に
つ
な
が
り
、

高
齢
者
に
は
痴
呆
が
忍
び
寄
る
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

真
っ
先
に
食
事
に
制
約
が
で
き
る
。

プ
リ
ン
体
を
豊
富
に
含
む
レ
バ
ー
、

モ
ツ
類
、
魚
の
干
物
、
干
し
シ
イ
タ

ケ
、
エ
ビ
類
は
食
べ
す
ぎ
禁
物
。
ア

ル
コ
ー
ル
の
多
飲
も
ダ
メ
。

痛
み
が
最
初
に
表
れ
る
こ
と
の
多

い
足
の
親
指
が
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、

例
え
ば
、
ゴ
ル
フ
、
柔
道
、
相
撲
な

ど
は
避
け
た
方
が
無
難
。

ま
た
、
筋
線
維
を
損
傷
す
る
と
プ

リ
ン
体
が
血
中
に
流
れ
込
む
の
で
、

高
強
度
の
筋
ト
レ
も
当
面
は
自
粛
！

食
事
に
禁
忌
が
出
現
し
、

運
動
も
種
目
に
制
約
が
登
場
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る
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歳

35
〜
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歳

45
〜
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歳

65
〜
74
歳

75
歳
以
上

保険治療なら、
そこそこの金額。

入院するほどになれば
ぐっとくる金額です。

出典／ 『歯チャンネル88』
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e炎
症
と
は
違
っ
て
、心
拍
に
連
動
し
な
い

激
痛
が
や
っ
て
き
て
は
、不
意
に
去
る
。

過
度
に
太
っ
て
も
痩
せ
て
も
、

ホ
ル
モ
ン
が
排
卵
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

原
因
を
突
き
止
め
な
い
と

何
度
も
再
発
す
る
ハ
メ
に
。

尿
路
結
石

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
調
を

放
置
す
る
と
健
康
に
影
響
も
。

月
経
異
常

腎
臓
で
作
ら
れ
た
尿
は
尿
管
を
経

て
膀
胱
に
溜
ま
り
、
尿
道
か
ら
排
出

さ
れ
る
。
こ
の
経
路
が
尿
路
だ
が
、

そ
の
途
中
に
結
石
を
生
じ
る
疾
患
の

総
称
が
尿
路
結
石
。
本
項
は
尿
管
結

石
を
例
に
説
明
す
る
。

あ
る
日
突
然
激
痛
が
左
右
の
脇
腹

か
ら
背
中
寄
り
の
腰
の
位
置
を
襲
う
。

炎
症
性
の
痛
み
と
は
異
な
り
、
心
拍

と
連
動
せ
ず
、
単
調
な
激
痛
が
長
時

間
続
く
。
痛
み
で
顔
面
蒼
白
に
な
り
、

脂
汗
が
に
じ
む
、
ま
れ
に
失
神
す
る

人
も
い
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
噓

の
よ
う
に
痛
み
が
な
く
な
る
。

こ
れ
は
腎
臓
内
に
あ
っ
た
結
石
が
、

尿
管
内
に
下
り
て
き
て
尿
管
を
傷
つ

け
た
り
、
尿
の
流
れ
を
せ
き
止
め
て

腎
臓
を
腫
れ
さ
せ
、
痛
み
を
も
た
ら

す
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
血
尿
も
出
る

が
、
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
な
鮮
血

が
混
じ
る
の
で
は
な
く
、
大
量
発
汗

時
な
ど
に
濃
縮
さ
れ
た
尿
の
色
と
大

差
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
専
門
医

で
な
い
と
分
か
り
に
く
い
。
こ
う
し

た
状
態
を
数
か
月
、
繰
り
返
す
。

尿路結石は実は再発しやすい。結石の原因物
質を突き止め、摂取制限をしつつ、処方され
た予防薬を飲んだ方が、痛い思いをせずに済
む確率は増す。

完治後、予防薬なしだと再発も。

以
前
は
規
則
正
し
く
月
経
が
来
た
。

と
こ
ろ
が
、
太
る
に
つ
れ
て
排
卵
が

不
規
則
に
な
っ
て
い
き
、
や
が
て
無

月
経
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
太
っ
た
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
が
脳
下

垂
体
に
届
く
と
、
卵
胞
刺
激
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
に
変
調
の
起
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
の
は
吉

形
玲
美
医
師
（
浜
松
町
ハ
マ
サ
イ
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
だ
。

肥
満
の
進
ん
だ
体
内
で
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
が
高
じ
る
と
、
脳
下
垂
体

か
ら
黄
体
形
成
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

増
し
、
卵
巣
内
で
は
男
性
ホ
ル
モ
ン

優
位
の
状
態
に
近
づ
く
。
こ
れ
が
排

卵
を
妨
げ
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う
。

「
女
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

の
は
排
卵
な
ん
で
す
。
排
卵
が
止
ま

れ
ば
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
も
低

下
し
、
若
い
の
に
閉
経
後
の
よ
う
な

状
態
に
近
づ
き
、
高
中
性
脂
肪
血
症

を
は
じ
め
各
種
生
活
習
慣
病
を
罹
患

す
る
リ
ス
ク
が
は
ね
上
が
り
ま
す
」

痩
せ
す
ぎ
も
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。
適

正
体
重
の
管
理
は
重
要
だ
。
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e
D

isease G
u

id
e

10

11

エ
コ
ー
検
査
な
ど
で
結
石
の
大
き

さ
を
確
認
し
、
自
然
排
出
で
き
そ
う

な
ら
水
分
摂
取
の
励
行
を
指
示
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
振
動
で
結

石
が
動
き
や
す
く
な
る
の
で
、
縄
跳

び
な
ど
の
運
動
も
推
奨
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
ま
り
に

熱
中
し
た
り
、
長
時
間
に
わ
た
っ
た

後
で
強
い
痛
み
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

排
卵
が
来
な
い
の
を
放
置
し
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
が
常
態
化
す
る

と
、
閉
経
後
の
女
性
と
似
た
よ
う
な

状
態
に
な
る
。

食
事
で
摂
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余

剰
分
は
皮
下
脂
肪
で
は
な
く
、
内
臓

脂
肪
に
な
り
や
す
く
な
る
の
だ
。

つ
ま
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
す
べ
て
に
近
づ
く
こ
と
に

が
あ
る
の
で
、
思
う
存
分
に
カ
ラ
ダ

を
動
か
す
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

い
つ
激
痛
の
発
作
を
起
こ
す
か
、

ま
っ
た
く
予
測
が
つ
か
な
い
た
め
、

完
治
ま
で
は
鎮
痛
剤
、
場
合
に
よ
っ

て
は
座
薬
を
携
行
す
る
人
も
…
…
。

結
石
が
排
出
さ
れ
、
検
査
の
結
果
、

原
因
物
質
が
分
か
れ
ば
、
そ
れ
を
豊

富
に
含
む
食
材
を
避
け
る
生
活
が
始

ま
る
。
も
し
も
、
そ
の
食
材
が
大
好

物
だ
っ
た
ら
、
か
な
り
悲
し
い
だ
ろ

う
が
、
結
石
の
痛
み
を
も
う
一
度
体

験
し
た
い
人
は
い
な
い
は
ず
。

な
る
。
一
般
的
に
女
性
は
男
性
よ
り

も
小
柄
で
筋
量
も
少
な
い
か
ら
、
基

礎
代
謝
は
低
い
。
条
件
は
よ
く
な
い
。

「
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
レ
ベ
ル
が

低
下
し
た
ま
ま
だ
と
、
若
い
う
ち
か

ら
骨
密
度
が
低
下
し
、
更
年
期
以
降

に
骨
粗
鬆
症
（
後
述
）
を
罹
患
す
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
」

女
性
は
一
生
を
通
じ
て
ホ
ル
モ
ン

の
波
に
影
響
さ
れ
続
け
る
。
そ
の
分

泌
リ
ズ
ム
を
乱
す
と
、
妊
娠
・
出
産

だ
け
で
な
く
、
み
ず
か
ら
の
健
康
、

長
寿
に
も
重
大
な
影
響
が
生
じ
る
。

い
つ
激
痛
が
再
発
す
る
か
、

完
治
ま
で
は
ビ
ク
ビ
ク
も
の
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

メ
タ
ボ
に
近
づ
く
だ
け
で
な
く

骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
も
増
す
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

症
状

症
状

1回
55%2回

21%

3回
10%

4回
5%

5回 2% 6〜12回 6%

卵胞刺激
ホルモン＞黄体形成

ホルモン
卵胞刺激
ホルモン＜黄体形成

ホルモン

卵巣

卵胞

優位卵胞

インスリン

肥満

若い肥満女性に多い多囊胞性
卵巣症候群では、男性ホルモ
ンの上昇で黄体形成ホルモン
が卵胞刺激ホルモンより優位
になり卵巣表面が肥厚化。排
卵を妨げると推測されている。
図出典／聖マリアンナ医科大学病院

肥満が卵巣に
悪影響を及ぼす？

排卵 排卵しにくい

［正常］ ［異常］

男性ホルモン

東京女子医科大学病院泌尿器科腎臓総合医療センター
資料より
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１日当たり医療費51,733
円、平均入院日数6.6日と
して総医療費342,920円。
自己負担率３割ならば10 
2,876円（小数点以下切り
捨て）。
出典／ 『価格.com保険』

治療費

肺
そ
の
も
の
が
次
第
に
壊
れ
、機
能
を

失
っ
て
い
く
、あ
ま
り
に
苦
し
い
死
の
病
。

「
運
動
時
に
息
が
苦
し
い
。
空
気
が

入
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
が
、
実
は
吐
き
切
れ
て
い
な
い
こ

と
に
本
人
は
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
」

と
言
う
の
は
平
山
陽
示
医
師
（
東
京

医
科
大
学
病
院
総
合
診
療
科
科
長
）。

わ
け
も
な
く
空
咳
が
続
き
、
そ
の

は
ず
み
に
痰
が
混
じ
る
。
た
だ
し
、

進
行
が
非
常
に
ゆ
っ
く
り
の
た
め
、

重
大
な
異
変
が
起
き
て
い
る
と
は
気

づ
か
な
い
。
他
科
へ
の
受
診
時
に
発

覚
す
る
こ
と
が
多
い
。

多
く
の
場
合
、
喫
煙
が
主
因
だ
が
、

他
に
も
大
気
汚
染
や
加
齢
、
体
質
も

影
響
す
る
。
肺
で
の
ガ
ス
交
換
の
主

役
、
肺
胞
が
壊
れ
て
い
く
不
可
逆
性

の
疾
患
で
、
呼
吸
能
力
が
一
定
レ
ベ

ル
以
下
に
ま
で
低
下
し
て
し
ま
う
と

酸
素
療
法
が
必
要
に
な
る
。

「
酸
素
ボ
ン
ベ
を
引
い
て
歩
い
て
い

る
方
の
90
％
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
す
」

悲
し
い
こ
と
に
確
た
る
治
療
法
は

な
い
。
在
宅
酸
素
療
法
を
始
め
た
患

者
の
５
年
生
存
率
は
男
性
43
％
、
女

性
54
％
と
い
う
冷
酷
な
現
実
が
待
っ

て
い
る
（
厚
労
省
特
定
疾
患
「
呼
吸

不
全
」
調
査
研
究
班
報
告
）。

禁
煙
な
ど
で
予
防
す
る
し
か
な
い
。

WHO報告書（2009年）によると全世界でC 
OPDの患者総数は２億1000万人と推計。
2030年には死亡原因の第３位（8.6%）にな
るという。なお、日本では推定患者数500万
人という国内大規模疫学調査も（2001年）。

中世のペスト並みか!?

５
×
５
㎜
程
度
の
小
さ
な
結
石
な
ら
自
然
排
出
を
勧
め

ら
れ
る
が
、
大
き
い
も
の
は
外
科
手
術
で
取
り
除
く
こ
と

も
あ
る
。
経
皮
的
腎
結
石
破
砕
術
（
Ｐ
Ｎ
Ｌ
）
は
背
中
か

ら
腎
臓
に
内
視
鏡
を
入
れ
、
目
視
で
確
認
し
な
が
ら
腎
結

石
を
砕
く
。
ま
た
、
１
９
８
８
年
か
ら
保
険
適
用
と
な
っ

た
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
は
麻
酔
を
か

け
た
患
者
の
患
部
に
専
用
機
器
が
発
生
さ
せ
た
衝
撃
波
を

20
〜
30
分
か
け
て
５
０
０
〜
１
５
０
０
発
ぐ
ら
い
当
て
る
。

粉
砕
さ
れ
た
結
石
は
尿
中
に
排
出
さ
れ
る
。

治療法

痛
く
な
い
、切
ら
な
い
手
術
も
選
べ
る
時
代
だ
。

初診料2,700円、再診料
700円。ホルモン検査6,7 
00円、貧血検査3,250円、
薬の処方680円。初回自己
負担３割なら3,999円。

治療費

過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
食
事
の
乱
れ
が
背
景
に
あ
る
場

合
は
、
ま
ず
食
事
療
法
で
適
正
体
重
に
戻
し
、
内
服
、
ま

た
は
皮
下
注
射
で
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

体
重
が
不
足
し
た
ま
ま
、
い
き
な
り
月
経
を
迎
え
る
と
、

出
血
で
体
力
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
食
事
療
法
が
先
決
。
ま
た
、
低
用
量
ピ
ル
を
処

方
し
て
月
経
再
開
を
促
す
場
合
も
あ
る
。

「
ホ
ル
モ
ン
は
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
の
影
響
が
否
定

で
き
な
い
の
で
、
昼
夜
逆
転
の
生
活
も
ダ
メ
で
す
」

治療法

ホ
ル
モ
ン
療
法
の
前
に
生
活
の
改
善
を
急
げ
。

１日当たり入院医療費22,9 
27円、平均入院日数52.6日、
総医療費1,206,758円。自
己負担３割の場合362,027
円。なお、健康保険適用で
禁煙治療を受けると自己負
担３割なら８～12週間の
治療期間で12,000～19,0 
00円程度。

治療費

残
念
だ
が
根
治
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
原
因
が
喫
煙

の
場
合
、
禁
煙
に
踏
み
切
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
呼
吸
機
能

の
低
下
は
加
齢
に
伴
う
自
然
な
も
の
と
な
る
。

「
１
秒
率
と
い
っ
て
、
人
が
努
力
し
て
最
初
の
１
秒
間
で

吐
き
出
せ
る
空
気
の
量
が
肺
活
量
の
何
％
か
を
計
測
す
る

と
、
患
者
は
健
常
者
よ
り
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

健
常
者
も
加
齢
と
と
も
に
低
下
し
ま
す
」

外
来
で
は
呼
吸
指
導
や
薬
剤
を
出
し
て
対
症
療
法
で
苦

痛
を
和
ら
げ
る
。

治療法

ま
ず
は
禁
煙
。あ
と
は
呼
吸
法
を
工
夫
す
る
。

D
isease G

u
id

e

12

も
し
も
旅
行
を
し
た
く
な
っ
て
も
、

ボ
ン
ベ
を
飛
行
機
内
に
持
ち
込
む
た

め
に
は
、
数
々
の
事
前
申
請
が
必
要

で
、
面
倒
な
こ
と
こ
の
上
な
い
。

旅
先
で
は
、
ど
こ
に
行
け
ば
ボ
ン

ベ
の
供
給
を
受
け
ら
れ
る
か
、
あ
ら

か
じ
め
確
認
し
て
お
か
な
い
と
、
文

字
通
り
命
取
り
と
な
る
。

改
善
は
見
込
め
な
く
て
も
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
で
、
現
状
を
こ

れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
だ
。

生
活
の
質
は
時
を
追
う
ご
と
に

大
々
的
に
低
下
し
て
い
く
。
そ
も
そ

も
呼
吸
困
難
に
な
る
の
だ
。
酸
素
療

法
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
は

24
時
間
の
も
の
。
入
浴
、
洗
顔
に
も

苦
労
を
伴
う
し
、
も
は
や
水
泳
な
ど

で
き
る
わ
け
も
な
い
。

外
出
時
も
ボ
ン
ベ
を
引
い
て
歩
か

ざ
る
を
得
な
い
が
、
使
用
時
間
に
は

制
限
が
あ
る
。
常
に
予
備
を
自
宅
に

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
呼
吸
が
困
難
な
ら

何
ひ
と
つ
で
き
な
い
で
し
ょ
？

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

症
状

最
悪
の
生
活
習
慣
、喫
煙
を

や
め
れ
ば
リ
ス
ク
は
下
が
る
。

C
O
P
D

【
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
】

1990年 2020年
虚血性心疾患
脳血管障害
下部呼吸器感染症
下痢性疾患
分娩に伴う障害
慢性閉塞性肺疾患

虚血性心疾患
脳血管障害
慢性閉塞性肺疾患
下部呼吸器感染症
呼吸器癌
交通事故

1位
2位
3位
4位
5位
6位

1位
2位
3位
4位
5位
6位

これだけで
済ますため、再発は
絶対に避けよう。

禁煙治療で済めば
タバコ代より安い。

漢方を用いる
医院もあって
手法はさまざま。

出典／ 『価格.com保険』
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全
身
が
低
酸
素
に
陥
り
、睡
眠
の
質
は

ガ
タ
落
ち
に
な
り
、突
然
死
の
可
能
性
も
。

思
い
も
よ
ら
な
い
軽
い
衝
撃
で
ぽ
き
り
と

折
れ
る
し
、糖
尿
病
だ
と
ハ
イ
リ
ス
ク
。

眠
り
の
質
が
悪
い
と

日
中
の
活
動
を
台
無
し
に
。

睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群

老
人
や
閉
経
後
の
女
性
、

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
だ
。

骨
粗
鬆
症

眠
っ
て
い
る
間
の
こ
と
だ
か
ら
、

本
人
に
は
自
覚
が
な
い
。
だ
が
、
寝

つ
く
や
否
や
い
び
き
が
始
ま
り
、
そ

の
騒
音
の
頂
点
で
呼
吸
が
止
ま
る
。

こ
れ
を
一
晩
中
、
何
度
も
繰
り
返
す
。

「
呼
吸
中
枢
神
経
性
の
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
肥
満
者
は
圧
倒
的
に
閉
塞

性
呼
吸
障
害
。
脂
肪
が
つ
い
て
狭
く

な
っ
て
い
る
上
気
道
に
、
軟
口
蓋
と

舌
根
が
沈
下
し
、
空
気
の
通
り
道
を

塞
い
で
、
呼
吸
の
邪
魔
を
す
る
疾
患

で
す
」
と
平
山
陽
示
医
師
。

お
か
げ
で
睡
眠
は
浅
く
、
質
の
悪

い
も
の
に
な
る
。
目
覚
め
は
す
っ
き

り
せ
ず
、
昼
間
も
集
中
力
・
判
断
力

が
低
下
し
、
居
眠
り
も
増
え
る
。
人

格
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
り
、
男
性

な
ら
イ
ン
ポ
の
一
因
に
も
。

「
老
人
で
若
い
と
き
よ
り
２
㎝
身
長

が
低
く
な
っ
て
い
た
ら
、
ほ
ぼ
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
吉
形
医
師
。
女

性
は
閉
経
後
、
平
均
20
％
ほ
ど
も
骨

量
を
失
う
の
で
、
更
年
期
か
ら
骨
の

ト
ラ
ブ
ル
は
多
発
に
向
か
う
。
鬆す

の

入
っ
た
骨
は
強
度
が
落
ち
、
ち
ょ
っ

と
し
た
衝
撃
で
簡
単
に
折
れ
る
。

脊
椎
が
折
れ
れ
ば
痛
み
か
ら
寝
込

む
し
、
腰
痛
と
勘
違
い
し
て
放
置
す

る
と
、
あ
ち
こ
ち
に
広
が
り
、
や
が

て
腰
の
曲
が
っ
た
老
人
に
。
年
を
と

る
と
身
長
が
低
く
な
る
一
因
だ
。

「
男
女
を
問
わ
な
い
背
景
と
し
て
、

糖
尿
病
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
」
と
語
る
の
は
細
井
孝
之
医

師
（
健
康
院
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
減
っ
て
い

無
呼
吸
の
間
、
全
身
が
低
酸
素
状

態
に
な
り
、
カ
ラ
ダ
は
赤
血
球
を
増

や
し
て
対
応
す
る
の
で
ド
ロ
ド
ロ
血

に
な
り
、
高
血
圧
、
右
心
室
肥
大
、

脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

「
作
用
機
序
は
未
解
明
な
が
ら
、
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
内
臓
脂
肪
を

増
や
す
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
」

る
と
、
骨
芽
細
胞
の
活
動
が
低
く
な

っ
て
し
ま
い
、
破
骨
が
優
勢
に
な
り

や
す
い
。
ま
た
、
処
理
し
き
れ
な
か

っ
た
糖
が
、
骨
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
変

性
し
て
、
脆
弱
化
し
て
い
く
と
い
う
。

生
活
習
慣
病
を
持
っ
て
い
る
と
、

骨
ま
で
痛
め
つ
け
、
寝
た
き
り
の
準

備
を
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
！

女性ホルモンの枯渇で骨密度
が低下するのは知られた話。
だが、実は低下は閉経前から
始まっている。女性には婦人
科への早期受診を勧めます。

閉経まで待つと
骨を損します！

厚労省研究班の調査によると、
睡眠１時間当たりの無呼吸数
や低呼吸が20回以上の場合、
８年後の生存率はなんと63
％だという。睡眠時無呼吸症
候群は他の疾患の呼び水にも
なっている可能性が高い。

直接の死因にもなる。
他の疾患の一因にも。
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家
族
が
い
た
ら
、
間
違
い
な
く
嫌

が
ら
れ
る
。
い
び
き
が
う
る
さ
い
。

呼
吸
が
止
ま
っ
て
不
気
味
だ
。
死
ん

で
し
ま
い
そ
う
に
見
え
る
。
実
際
に

寝
て
い
る
間
に
死
ぬ
人
も
い
る
。

電
車
で
座
れ
た
ら
、
即
座
に
沈
没
。

常
に
眠
く
て
仕
方
な
い
。
そ
れ
が
影

響
し
て
仕
事
で
凡
ミ
ス
を
し
で
か
し

た
ら
、
周
囲
も
巻
き
込
む
。

す
で
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
腰
痛
、

背
痛
と
勘
違
い
し
放
置
す
る
と
、
痛

み
は
な
か
な
か
取
れ
な
い
。
文
字
通

り
、〝
節
々
の
痛
む
〞
生
活
と
な
る
。

ま
た
、
痛
み
は
取
れ
た
も
の
の
、

腰
や
背
が
曲
が
っ
た
状
態
で
固
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
関
節
の
可
動
域
も
狭

ま
っ
て
、
で
き
な
い
動
作
が
じ
り
じ

り
増
え
る
。
い
ま
ま
で
得
意
だ
っ
た

一
因
が
肥
満
と
分
か
れ
ば
、
ま
ず

は
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
運
動
が
求
め
ら
れ

る
。
難
儀
な
こ
と
だ
。
大
酒
を
飲
ん

で
、
酔
っ
た
勢
い
で
沈
没
な
ど
と
い

う
暴
挙
は
も
う
許
さ
れ
な
い
。

気
道
の
閉
塞
を
回
避
す
る
た
め
の

応
急
措
置
と
し
て
、
横
を
向
い
て
寝

よ
う
と
す
る
人
も
い
る
が
、
寝
込
ん

で
し
ま
え
ば
向
き
の
維
持
は
困
難
。

「
低
酸
素
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
二

酸
化
炭
素
が
体
内
に
溜
ま
っ
て
し
ま

い
、
鬱
血
性
心
不
全
を
惹
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
」

ス
ポ
ー
ツ
の
動
作
が
下
手
に
な
る
。

痛
み
が
続
け
ば
意
欲
は
薄
れ
、
不

活
発
に
な
り
、
運
動
量
が
減
れ
ば
、

当
然
の
よ
う
に
筋
量
も
減
っ
て
い
く
。

だ
か
ら
、
他
の
生
活
習
慣
病
も
呼
び

寄
せ
て
、
病
院
通
い
が
増
え
る
。

年
を
重
ね
る
過
程
で
こ
う
し
た
変

化
が
進
行
し
、
脚
を
持
ち
上
げ
き
れ

な
く
な
っ
て
〝
す
り
足
〞
の
よ
う
に

移
動
す
る
ロ
コ
モ
症
候
群
が
近
づ
い

て
く
る
。
そ
し
て
、
い
つ
か
転
倒
、

骨
折
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
化
と
い
う

負
の
連
鎖
に
陥
る
、
か
も
？

社
会
生
活
が
破
綻
に
向
か
い
、

周
囲
か
ら
の
評
価
も
急
降
下
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

屋
台
骨
が
揺
ら
ぐ
の
だ
か
ら
、

人
生
は
大
き
く
傾
い
て
し
ま
う
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

症
状

症
状

［
累
積
生
存
率（
%
）］

［
累
積
生
存
率（
%
）］ 閉経後

骨粗鬆症
老人性
骨粗鬆症

1 2 3 4 5 6 7 8 9（年）

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

0.6

40

60

80

100

63%

閉経

30 40 50 60 70 80 90（歳）

男性

AI＜20

女性

AI＞20

出典／日本骨代謝学会、1996年。
太田博明による
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簡易検査（パルスオキシメ
トリー）300円、簡易検査
2,700円、終夜睡眠ポリグ
ラフ（PSG）検査10,440
円（入院費、その他の諸経
費も別途）。睡眠時無呼吸
症候群と診断されたら保険
適用となる。CPAP治療
4,500円程度（１か月）。

治療費

こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
は
ほ
ぼ
な
し
。

検
査
で
偶
然
見
つ
か
っ
た
ら
節
酒
せ
よ
。

本
人
が
悪
い
と
ば
か
り
も

言
い
切
れ
な
い
事
情
は
あ
る
。

脂
肪
肝

悪
化
し
て
肝
硬
変
に
な
れ
ば
、
自

覚
症
状
も
出
て
く
る
が
、
脂
肪
肝
の

段
階
で
は
ほ
ぼ
無
症
状
。

た
ま
に
倦
怠
感
や
疲
労
感
を
覚
え

る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
誰
で
も

日
々
の
中
で
経
験
し
て
い
る
こ
と
。

と
き
に
肝
臓
が
腫
れ
、
重
苦
し
く

感
じ
た
り
、
右
上
腹
部
が
痛
ん
で
も
、

せ
い
ぜ
い
〝
ゆ
う
べ
は
飲
み
す
ぎ
た

か
な
〞
と
思
う
ぐ
ら
い
。
こ
れ
も
ま

た
他
の
疾
患
の
た
め
の
受
診
時
に
見

つ
か
る
こ
と
が
多
い
。

そ
も
そ
も
肝
臓
に
は
３
％
強
の
脂

肪
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
摂
取
過
多
、
長
期
に
わ
た

る
大
量
飲
酒
、
運
動
不
足
な
ど
で
増

え
て
い
く
。
肝
臓
に
占
め
る
比
率
が

30
％
以
上
に
な
る
と
通
常
、
脂
肪
肝

と
判
定
さ
れ
る
。

生
活
習
慣
以
外
に
も
、
他
の
疾
患

の
治
療
の
た
め
に
使
っ
た
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
剤
の
影
響
も
あ
り
え
る
。

だ
か
ら
、
あ
な
が
ち
本
人
の
生
活
習

慣
が
悪
か
っ
た
と
非
難
ば
か
り
も
で

き
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
を
放
置

し
て
肝
硬
変
に
な
れ
ば
、
将
来
的
に

肝
臓
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

口
腔
外
科
で
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
オ
ー
ダ
ー
し
、
入
眠
前

に
装
着
す
る
と
、
下
顎
が
軽
く
せ
り
出
し
た
状
態
に
な
り
、

い
び
き
と
上
気
道
の
閉
塞
を
緩
和
で
き
る
。
現
在
、
最
も

効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
持
続
性
陽
圧
呼
吸
法
（
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｐ
）。
専
用
機
材
に
ホ
ー
ス
で
接
続
し
た
マ
ス
ク
を

装
着
し
、
就
寝
中
に
軽
く
圧
力
を
か
け
て
気
道
に
空
気
を

送
り
込
む
。
気
圧
で
気
道
が
確
保
さ
れ
、
熟
睡
中
も
楽
に

呼
吸
が
で
き
る
。
薬
剤
療
法
も
あ
る
が
、
す
べ
て
効
果
な

け
れ
ば
、
気
管
切
開
、
上
気
道
へ
の
手
術
な
ど
も
あ
る
。

治療法

選
択
肢
は
豊
富
だ
。専
門
医
と
相
談
し
よ
う
。

ホルモン補充療法は専門ク
リニックで。初診料3,000
～5,000円、検査代30,000
～50,000円、薬代30,000
～50,000円、別途カウン
セリング料金、処方代など
も。
出典／ 『ホルモン補充療法LAB 
O』

治療費

更
年
期
と
そ
の
直
前
の
女
性
な
ら
婦
人
科
で
、
医
師
の

管
理
下
で
２
〜
３
年
間
限
定
で
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
受
け
て

お
く
と
、
骨
量
の
減
少
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
役
に
立

つ
。
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
む
や
み
に
体
重
を
減
ら
し
た

り
、
運
動
不
足
を
放
置
す
る
と
、
骨
形
成
の
刺
激
が
不
足

す
る
の
で
、
男
女
を
問
わ
ず
適
正
体
重
の
保
持
を
指
示
さ

れ
る
。
よ
く
処
方
さ
れ
る
薬
剤
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
、
活

性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
製
剤
、
骨
吸
収
を
抑
え
る
カ
ル
シ
ト
ニ

ン
注
射
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
製
剤
な
ど
が
あ
る
。

治療法

栄
養
と
運
動
。女
性
な
ら
ホ
ル
モ
ン
療
法
も
頑
張
る
。

脂肪肝の段階で入院はあま
りないが、アルコール性肝
疾患と判定されたら、以下
のようになる。１日当たり
の入院医療費25,839円、
平均入院日数25.1日、総
医療費647,851円。自己負
担３割なら194,355円。
出典／ 『価格.com保険』

治療費

予
想
の
つ
く
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
運
動
療
法
と
食
事
療

法
が
二
本
柱
。
糖
尿
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
血
糖
値
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
よ

ほ
ど
重
症
の
大
酒
家
以
外
は
栄
養
不
良
は
考
え
に
く
い
が
、

タ
ン
パ
ク
質
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
れ
ば
、
栄
養
補
給
も

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
刺

激
し
な
い
果
糖
は
、
脂
肪
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
ず
、
直
接

肝
臓
に
流
れ
込
み
、
中
性
脂
肪
に
合
成
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
果
物
や
清
涼
飲
料
水
と
の
付
き
合
い
は
注
意
事
項
だ
。

治療法

運
動
療
法
と
食
事
療
法
で
薬
剤
療
法
は
ま
れ
。
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医
師
は
多
い
。
や
め
ら
れ

ま
す
か
？

ア
ル
コ
ー
ル
は
カ
ラ
ダ

に
と
っ
て
解
毒
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
毒
物
だ
か
ら
、

こ
れ
が
な
く
な
る
ま
で
は

糖
質
の
代
謝
は
お
休
み
。

だ
か
ら
、
糖
質
と
ア
ル
コ

ー
ル
の
二
刀
流
は
危
な
い
の
だ
。
た

だ
し
、
生
活
の
修
正
で
比
較
的
迅
速

に
肝
臓
は
正
常
な
状
態
に
戻
る
。

生
活
習
慣
病
と
し
て
は
初
め
の
一

歩
、
で
あ
る
。

改
善
す
る
意
思
が
あ
る
な
ら
、
こ

う
な
っ
た
原
因
を
一
つ
ず
つ
引
っ
く

り
返
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

カ
ラ
ダ
を
動
か
さ
ず
、
怠
惰
で
安
穏

と
生
活
し
て
き
た
の
な
ら
、
そ
れ
は

も
は
や
続
行
不
能
。
だ
が
、
重
く
な

っ
た
カ
ラ
ダ
で
の
運
動
は
大
変
だ
。

こ
っ
て
り
し
た
食
事
は
全
部
ダ
メ

と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
頻
度
を
劇

的
に
下
げ
な
い
と
改
善
の
道
は
遠
い
。

摂
り
す
ぎ
る
と
す
ぐ
に
肝
臓
内
で

中
性
脂
肪
に
組
み
替
え
ら
れ
る
糖
質

は
ぐ
ん
と
控
え
め
。
禁
酒
を
求
め
る

美
味
し
い
食
事
、楽
な
生
活
は

と
り
あ
え
ず
あ
き
ら
め
よ
う
。

生
活
の

ココ
が
変
わ
る

症
状

CPAPは意外に
手頃に使える。

いい気になって
いるとお会計は
こうなります。

保険の範囲内でも
入院すれば結構な…

出典／『睡眠時無呼吸なおそう.com』
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